
～アンケート調査にご協力をお願いします～ 

 

時下、皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

また、平素より本市環境行政に格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

本市では、ごみの発生を抑制し、循環型社会を形成するため、更なるごみの減量化・

資源化に向けた取組みを行っています。 

このアンケートは、来年度に行う「大和市一般廃棄物処理基本計画」の改定に合わ

せて、市民の皆様がごみ処理についてどのように考えておられるかをお聞かせいただ

き、環境にやさしいまちづくりに反映させるために実施するものです。 

ぜひ、皆様の貴重なご意見をお聞かせいただきたく、ご協力をお願いいたします。 

 

令和７年３月 

大 和 市 長   

家庭の資源とごみに関するアンケート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本アンケートは、令和７年２月 1 日現在で満 18 歳以上の市民の方から無作為に抽

出した 2,000 人を対象として実施しています。 

※本アンケートの回答は統計的に処理し、集計します。集計結果は、今後の行政施策

の参考とさせていただくとともに、市のホームページで公表を予定しています。 

 

～～～ アンケート記入にあたって ～～～ 

①あて名の方ご本人ができるだけお答えください。あて名の方が、質問の回答を   

お分かりにならないような場合には、ご家族など、内容が分かる方にお尋ねいただ

き、全ての質問にご回答ください。 

なお、ご本人によるご回答が難しい方の場合は、代理の方がお答えください。 

②記入が終わりましたら、令和７年３月 28 日（金）までに、アンケート回答ページ

のみ同封の返信用封筒に入れ、ポストへ投函してください。 

※ 切手は不要です。また、記名する必要はありません。 

③内容などについて、ご不明な点がございましたら、次の担当までご連絡ください。 

大和市役所 廃棄物対策課 資源・廃棄物対策係 

〒２４２-８６０１ 大和市下鶴間１-１-１ 

TEL ０４６-２６９-７３４３  FAX ０４６-２６８-６７１５ 

E-mail：ka_haiki@city.yamato.lg.jp 



別紙     「ごみ収集・資源回収の区域」 
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次のアンケートにご回答ください 

 

 

 

 

※ このページ以降（１～７ページ）をご返送ください。 

 

あてはまる番号に○をつけてください。 

「その他」に○をした場合は、（ ）内にその内容をご記入ください。 

 

 

 

問１ 性別 

１．男性   ２．女性    ３．その他     

 

問２ 年齢 

１．10代     ２．20代     ３．30代     ４．40代 

５．50代     ６．60代     ７．70代以上  

 

問３ 家族構成 

１．一人暮らし   ２．夫婦だけ     ３．親子（二世代）    

４．親と子と孫（三世代）   ５．その他（          ） 

 

問４ お住まい 

１．戸建住宅    ２．集合住宅     ３．併用住宅（店舗・事務所等） 

４．その他（                             ） 

 

問５ ご職業など 

１．自営業   ２．勤め人（正規職員・正社員）  ３．勤め人（パート・アルバイト） 

４．学生   ５．専業主婦・専業主夫   ６．家事手伝い・無職 

７．その他（         ） 

 

問６ 家庭でのごみ・資源出し 

１．毎回自分が行う   ２．自分が行う場合が多い 

３．自分以外の家族が行う事が多い   ４．自分では全く行わない 

 

問７ お住まいの地域は、別紙「ごみの収集・資源回収の区域」の地図の中で、何番の地区ですか。 

１．①の地区  ２．②の地区  ３．③の地区  ４．④の地区  ５．⑤の地区 

６．⑥の地区  ７．⑦の地区  ８．⑧の地区  ９．⑨の地区  10．⑩の地区 

 

① あなた自身についての質問 
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問８ 一週間で排出するごみの量についてお伺いします。 

（（  ）の中に使用している袋の数をご記入ください） 

１．可燃ごみ（一週間あたり） 

 

２．不燃ごみ（一月あたり） 

 

問９ 分別や資源回収の情報を得る際、頻繁に使用されるものについてお伺いします。 

１．大和市のホームページ 

２．「家庭の資源とごみ分け方・出し方」パンフレット・カレンダー 

３．大和市ごみカレンダーアプリ 

４．特に見ていない 

５．その他（                              ） 

 

 

 

問１０  あなたはごみの減量化や資源化に関心がありますか。 

１．大いに関心がある  ２．ある程度関心がある  ３．あまり関心がない 

４．全く関心がない   ５．わからない 

 

問１１  ご自身が実施しているごみの減量やリサイクルの具体的な取り組みについてお伺いします。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．買い物にはマイバッグを持参し、レジ袋の購入を避けている 

２．過剰包装の商品は避けたり、ごみになるものは受けとらない 

３．繰り返し使える容器や詰め替え商品を選んで購入する 

４．リサイクル素材を使った商品やエコマークの付いた商品を選んで購入する 

５．買い物は計画的に行い無駄になるものは買わない 

６．調理の際に、出来るだけ食べ残しやごみが出ないように工夫している 

７．生ごみは水をよく切ってから、ごみとして出している 

８．生ごみ処理機やコンポストを使用して生ごみを減量している 

９．リユースショップやフリーマーケットを利用している 

10．フリマアプリやネットオークションを利用している 

11．壊れたものは修理するなどして出来るだけ長持ちさせて使用している。 

12．特にない 

13．その他（具体的に：                             ）  

5ℓ袋を（  ）袋／週 10ℓ袋を（  ）袋／週 20ℓ袋を（  ）袋／週 

30ℓ袋を（  ）袋／週 40ℓ袋を（  ）袋／週 

5ℓ袋を（  ）袋／月 10ℓ袋を（  ）袋／月 20ℓ袋を（  ）袋／月 

30ℓ袋を（  ）袋／月 40ℓ袋を（  ）袋／月 

②ごみの減量化・資源化に関する意識や行動についての質問 
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問１２  大和市が無料（1 回 3 束まで）で収集している家庭の庭木等の剪定枝についてお伺いし

ます。あなたは、四季を通じて年間どのぐらい剪定枝を出しますか。 

１．出さない       ２．１～１０束      ３．１１～２０束 

４．２１～５０束     ５．５１束以上（     束ぐらい） 

 

問１３  大和市が無料で収集している家庭で使った紙おむつについてお伺いします。あなた

は、どれくらい使用済紙おむつを出しますか。 

１．出さない 

２．出す（1週間に  大人用     枚位、 子供用     枚位） 

 

問１４  ごみや資源物に関して関心があるものについてお伺いします。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．食品ロスについて 

２．プラスチックごみ（マイクロプラスチックによる海洋汚染など）について 

３．都市鉱山（携帯電話などに含まれる貴金属の回収）について 

４．災害廃棄物（地震や台風など自然災害により発生した大量のごみ）について 

５．不法投棄について 

６．マイバッグ（レジ袋不使用）について 

７．SDGs（エスディージーズ）について 

８．特にない 

９．その他（具体的に：                           ） 

 

問１５ あなたが、ごみの減量化・資源分別をする動機についてお尋ねします。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．天然資源の保全など環境負荷低減のため   

２．分別を徹底すれば有料指定ごみ袋を購入する量が減るため 

３．資源回収は自治会の役割であり、財源になると考えているため 

４．近くに資源を出せる場所があり、便利なため 

５．ごみとなるものを作り出す生産者にリサイクル費用を負担させるため 

６．特に動機は無いが、市のルールを守っている 

７．その他（具体的に：                           ） 

 

問１６ ごみやリサイクルに関する講座があったら、参加したいですか。 

１．参加したい  ２．参加したくない  ３．分からない 

※このアンケートは匿名です。回答内容により、講座のご連絡等が届くことはありません。 
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問１７  大和市では多くの自治体に先駆けて、令和元年度より、充電式電池やモバイルバッテリー

を各家庭から戸別回収していることをご存じですか。 

１．知っていて、出し方も知っている 

２．知らなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「食品ロス」とは 

まだ食べられるにもかかわらず、捨てられてしまう食品の事をいいます。 

【コラム】 

現在、日本では年間 472 万トンの食品ロスが発生しており

（2022 年度実績）、この食品ロスの約半分が家庭から排出されて

います。各家庭では、およそ一か月分の食費にあたる金額を、

年間の食品ロスに費やしていることになるそうです。 

 

 

問１８ あなたの家庭で出すことのある食品ロスの排出状況についてお伺いします。 

（複数回答の場合は、あてはまることが多い順に□の中に数字をご記入ください） 

□【食べ残し】食卓にのぼった食品で、食べ切られずに廃棄されたもの 

□【直接廃棄】傷んだり、賞味・消費期限切れ等により使用・提供されず、手つかず 

のまま廃棄されたもの 

□【過剰除去】厚くむき過ぎた野菜や果物の皮など、不可食部分を除去する際に過剰 

に除去された可食部分 

□ ほとんど食品ロスを出さない 

□ わからない 

 

 

 

 

③食品ロスについての質問 

大和市イベントキャラクター ヤマトン 

大和市イベントキャラクター ハートン 
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問１９  「問１８」 で食品を直接廃棄した主な理由についてお伺いします。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．買ったことを忘れたまま、賞味（消費）期限が切れてしまった 

２．安売りや大袋サイズなどで大量に買ってしまい、食べきれなかった 

３．家にあることに気付かずに、同じものを買ってしまい食べきれなかった 

４．口に合わなかった 

５．特に理由はない 

６．その他（具体的に：                 ） 

 

問２０  食品ロスを出さないために実施していることについてお伺いします。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 
 
１．買い物に行く前に冷蔵庫の中身を確認している 

２．ばら売りや小袋サイズなどで必要な分だけ買っている 

３．食べきれる分だけ料理を作っている 

４．残った食材を別の料理に利用している 

５．出された料理を食べきっている 

６．フードバンクに出している 

７．特に取り組んでいない 

８．その他（具体的に：              ） 

 

 

 

 

大和市では、リサイクルステーションの用地と運営管理の担い手不足に対処する

ため、また皆様が資源をより出しやすくするために、燃やせるごみや燃やせないご

みのように、資源を建物ごとに回収する「戸別回収」制度について検討しています。 

 

問２１ 地域の資源回収拠点であるリサイクルステーションの維持管理は、自治会が行っています。

ご自身の自治会への加入状況についてお伺いします。 

１．加入している   ２．加入していない   ３．わからない 

 

問２２ あなたのリサイクルステーションへの関わりについてお伺いします。      

１．リサイクルステーションを利用しているだけで、管理には関わっていない。  

２．リサイクルステーションの管理を行った経験がある。 

３．リサイクルステーションには資源を出していない（関わりはない）。 

４．その他（具体的に：                             ） 

 

 

④ごみ・リサイクルなどの公共サービスについての質問 

大和市イベントキャラクター ヤマトン 
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問２３  あなたが普段、資源を出す場所についてお伺いします。 

（よく利用する順に（ ）の中に数字をご記入ください） 
 

地域のリサイクルステーション（    ）      拠点回収場所※1（    ） 

資源選別所※2（    ）   スーパーなどの店頭回収（    ） 

ごみと一緒に有料指定袋に入れて出している（    ） 

その他（具体的に：             ）（    ） 
 
※１：地域のリサイクルステーションとは別に、公共施設など市内 8か所で日曜日に 

実施している資源回収 

※２：大和市が運営する資源化施設（大和市上草柳） 

 

問２４ 資源の戸別回収についてお伺いします。 

１．自治会の負担や市民の利便性を考えると、資源の戸別回収を実施するべきだと思う 

２．戸別回収は費用がかかるので、現在のリサイクルステーション制度を維持するべき 

だと思う（場所の提供や当番など、リサイクルステーションの管理を支援できる） 

３．その他（                               ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

問２５  ごみの減量やリサイクルについて、あなたが重要だと思うことについてお伺いします。 

（あてはまるもの一つに○をつけてください） 

１．他の公共サービスも大事だが、たとえ費用がかかっても環境保全を重視しリサイ

クルを推進してほしい。 

２．コスト面でバランスのとれたリサイクルを行ってほしい。 

３．環境保全やリサイクルにお金をかけるよりも、他の公共サービスを充実させてほしい。  

４．その他（                                 ） 

 

 

 

【コラム】 

「プラスチック資源循環法」の施行により、大和市は現在も資源化を行っている容器

包装プラスチックに加え、製品プラスチックもリサイクルしていく方針です。 

このため、プラスチック資源の分別内容が、将来的には、変わっていく予定です。 

 一方で、紙やアルミ缶といった従来の資源のリサイクルとは異なり、製品プラスチ

ックをリサイクルするには、高額な費用とエネルギーがかかることが課題となってい

ます。 
 

※容器包装プラスチックとは・・・プラスチックでできた、製品の容器や包装 

                 （コンビニ弁当の容器、冷凍食品の包装など） 

※製品プラスチックとは・・・プラスチックでできた、製品そのもの（洗面器、ハンガーなど） 
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問２６  指定ごみ袋制度について伺います（あてはまるもの一つに○をつけてください）。 

１．ごみや資源の出し方が多少不便になってもよいから、ごみ袋の価格を下げてほしい。 

２．ごみや資源の出し方についての行政サービスや、ごみ袋の価格はこのままでよい。 

３．ごみや資源の出し方をもっと便利にしてほしいので、ごみ袋の価格を上げてよい。 

４．その他の行政サービス（例：公園の整備、シリウスや学習センターなど文化施設の

運営やコミュニティバス運行、子育て支援関連など）が多少不便になってもよいか

ら、ごみ袋の価格を上げないまま、ごみや資源の出し方について便利にしてほしい。 

５．わからない。 

 ６．その他（                                 ） 

 

問２７  ごみの減量化・資源化についてご意見やご提案などありましたら、下記の欄に

記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊アンケートにご協力ありがとうございました。＊＊＊ 

 

＝自 由 意 見＝ 

⑤指定ごみ袋制度についての質問 

【コラム】 

大和市ではごみの減量、リサイクルの推進等と循環型社会の形成を目指し、 

平成 18 年度（2006 年度）から指定ごみ袋制度を導入しました。 

導入後は、市民の皆様のご理解とご協力により、本市のごみは制度導入前の約 8.5

万トン/年（平成 17 年度）から約 6.4 万トン/年（令和 5年度）まで減少しました。 

一方で、その後整備されたリサイクル関連法や、ごみ処理施設の老朽化への対応等

に伴い、ごみ処理にかかる費用は制度導入前の約 41.6 億円/年（平成 17 年度）から約

66.7 億円/年（令和 5年度）と増えており、本市の財政状況を圧迫している状況です。 

大和市イベントキャラクター ヤマトン 
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